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生徒・保護者を対象とした学校満足度調査に
おいては、直近４年間の調査の中で最も高い
評価を得た。また、一昨年度に設置し昨年度
より開始した情報科学コースについても、高
い満足度が示されている。進路実績では、28
年ぶりに国公立大学合格者を輩出するととも
に、就職面においても大手銀行や企業への
内定を実現した。さらに、農業食品科では九
州大会・全国大会への出場や各種コンテスト
での入賞など、顕著な成果を挙げている。部
活動においても、インターハイや全国大会へ
の出場を果たすなど、運動部・文化部ともに
全国レベルでの活躍が見られた。一方、昨年
度は個別の学校案内の充実に加え、インス
タグラムやホームページを活用した広報活動
をこれまで以上に積極的に展開してきたもの
の、特色化選抜の受検者数については、ここ
数年続く減少傾向を食い止めるには至らな
かった。今後は、その要因を早急に分析・検
証し、効果的な対策を講じることが学校として
の喫緊の課題である。

基礎学力の充実

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 遠賀 高等学校

　校訓「自立・勤勉・創造」のもと、地域を愛し、地域に信頼される学校づくりに努める。志をもって意欲的に学び、自律心と思いや
りの心をもち、地域に貢献できる責任感ある人材の育成を目指す。

学校運営計画（４月）

評価
（総合）

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

学校運営方針

・１年次の国語、数学、英語での「習熟度別少人数指導」の一部実施
・小学校／中学校の学び直し
・ICTを活用した分かる授業の実践       ・「遠賀スタイル」の実践

規範意識の醸成と社会モラルの育成
・適切な言葉遣いの徹底　　　　　・部活動の活性化
・生徒会の活性化と生徒主体の学校行事の推進
・全ての教育活動における人権感覚の育成

キャリア教育の充実及びコミュニケーション能力の育
成

・勤労観／職業観の育成　　　　・応募前職場見学／面接指導の充実
・資格取得の推進
・インターンシップ／オープンキャンパスの発表会　　　　・全校一斉面談
・特別支援教育支援員の活用による積極的支援策の構築
・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど外部専門家の活用
・「総合的な探究の時間」の充実

昨年度の成果と課題

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

＜地域の自然を深い学びに生かし、地域を愛し、地域から信頼され、地域の発展に貢献できる人材を育成する学校＞
　　習熟度に応じた指導により確かな基礎学力の定着を図るとともに、農業をはじめとする地域産業に密着した学びを通して地域の課題を発見し、
解決に挑もうとする人材を育成する。

・基礎的な学力を身につけたい人　　　　　  　・地域に貢献する意志／意欲を持っている人
・地元で就職したい人　　　　　・資格を取得したい人　　　　　・積極的に学校行事等に取り組める人
・農業に興味を持っている人　　　　　　　　　　 ・パソコン等の情報機器が好きな人
・料理や人と触れ合うことが好きな人　　　　　・ものづくりに興味がある人

・１年次の国・数・英における「習熟度別少人数指導」
・小学校／中学校の学び直し

・地域を愛し貢献できる力の育成　　　　　　・自律心と思いやりの心を持った責任感の育成
・基礎学力の定着　　　　　　　　　　　　　　　・コミュニケーション能力の育成
・規範意識の育成　　　　　　　　　　　　　　　・地域農業の発展に貢献できる力を育成

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

年度重点目標 具体的目標

２９
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地域への周知

年間３回の中学校訪問実施

学校行事等のＨＰへの掲載実施１００％

地域と連携したボランティア活動への参加(年間３回以上)

○SC・SSW　相談の記録
○SC・SSW　執務の記録

〇学校生活アンケート
〇生徒アンケート

規範意識の育成及び基本的
生活習慣の確立

生徒会活動（部活動）の活性
化

専門機関との連携

広報

生徒指導

毎月の服装頭髪検査での１回目８０％合格

自転車通学者、ヘルメット着用率１００％

生徒会との校則の見直し学期に１回実施

各種委員会を学期に１回実施

〇頭髪服装検査記録
〇学校生活アンケート

〇中学校訪問記録
〇ＨＰ更新記録

〇インスタグラムフォロワー数の推移
〇体験入学参加者名簿

広報活動の充実

学校公式インスタグラムのフォロワー数１５００人達成

志願者増に繋がる進路相談事業の充実(年３回)

中学生の体験入学の参加生徒１００人達成

〇実績集計

保健

健康管理意識の向上と環境
整備

保健室利用者１日平均１５名

美化コンクールへの積極的参加率１００％

進路

○校務支援システム（保健室）
○美化コンクール点検用紙

学期に一度、補充備品を点検

ＳＣ・ＳＳＷと教員との情報交換１００％

ＳＣ・ＳＳＷとの面談１日平均３名

部活動加入率４５％

生徒主体の学校行事における生徒満足度８０％以上

校外研修参加率４０％（在籍数に対して）

各分掌と連携して校内研修の充実を図る（各分掌で年間１回実施）

学校推薦生徒の応募前職場見学又はオープンキャンパスへの全員参加

３年次の夏休み進路指導を１０日以上実施

授業規律の確立

授業改善のため、授業アンケートを各学期１回実施

教務

〇授業アンケート授業の充実
授業公開月間における３回以上の相互参観

ＩＣＴ機器を活用した授業実践を月１回実施

７月と１２月に授業アンケートを実施

〇授業アンケート確かな学力の定着

観点別学習評価の結果による授業・学習改善の実施

学び直しの時間を各学期３回以上は設定

ＩＣＴ機器の活用率を７０％以上を維持し、分かりやすい授業を実施

研修

研修の充実
校内研修参加率１００％

授業への遅刻を各学年１日５人以下

キャリア・パスポートを活用し計画・学期の振り返り実施１００％

各学年進路ガイダンスで生徒の８０％以上が進路意識向上

２年生全員のサマーチャレンジ実施

進路決定１００％

３年生就職希望者、進路支援コーディネーターとの面談実施１００％

具体的目標

３年間を見通したキャリア教
育の推進

具体的方策

〇授業アンケート
〇校務支援システム

１・２学期の延べ総数クラス平均（欠席200以下／遅刻400以下）

〇応募前職場見学実施報告書
〇オープンキャンパスレポート
〇生徒アンケート

○キャリアパスポート記入状況
○行事後生徒アンケート

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等
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情報科学コース

情報技術に関する基礎的・専
門的な知識・技術の習得

小単元ごとに小テスト、単元ごとに単元テストを実施 〇小テスト、単元テスト、定期考査の結果
○実習レポート
〇資格・検定試験の結果

実験実習の環境整備と実験実習の取組（年間５回程度）

情報検定、ワープロ検定70％以上、第２種電気工事士１名以上の合格

志願者増加に繋がる指導内
容の計画と構築

２年間の指導計画の策定とガイダンスの実施（コース選択満足度80％以上） 〇独自アンケート（満足度調査）
〇出前講義レポート
〇体験入学参加者アンケート

学期に１回、企業や大学と連携した見学会や外部講師の出前講義の実施

体験入学参加生徒の満足度80％以上、HPへのコースの取組掲載10回以上

情報ビジネスコー
ス

商業に関する基礎的な知識・
技術の定着

授業でのICT活用率８５％以上
〇授業アンケート
〇検定試験の結果

全商検定３級取得率１００％

職業人として必要な専門的な
知識・技術の習得

全商検定試験合格率８０％以上

〇検定試験の結果外部講師による出前授業２回以上実施

全商検定３種目１級合格者１名以上

単元ごとに小テスト・実技テスト１回以上実施

全学年でプロジェクト学習の導入と学習発表会の実施

〇実績集計

安全教育徹底のため授業前の全体への安全確認の声掛け毎時間実施

〇授業アンケート

引き継ぎ資料生徒の「個別の教育支援計画」100%作成

特別な配慮を要する生徒の進路実現100%（就労移行支援）

個別指導を充実し、実技テストを３回以上実施

社会人招聘事業の２回実施と各学年外部講師の出前授業を実施

○小テスト、実技テスト
○授業アンケート

生徒情報の共有を行うケース会議を月に１度実施

○個別の教育支援計画

○授業アンケート
○資格・検定試験の受験結果

農業クラブ活動の活性
化

基礎・基本となる知識・技術
の定着

実践的・専門的な学習活動
の充実

校内の特別支援教育の取組
の充実

実験実習の充実

人権教育

生徒の実態把握と生徒支援
の充実

農場

生活創造コース

ワンヘルスの視点を取り入れた授業を全科目実施

県連年次大会での意見発表大会・プロジェクト発表大会への全分野出場

プロジェクト発表会などの校内活動を農業クラブ役員を中心に年３回以上実施

関係機関との連携や地域イベントへ５回以上の参加

家庭科技術検定の合格率８０％以上

単元ごとの小テスト実施

アンケートの結果からの聞き取り１週間以内の実施
○学校生活アンケート（生徒）
○いじめアンケート（生徒）

事務室等と連携した経済的理由による中途退学者０

学期に3回、SSWまたはSCのケース会議出席

実習毎に火器・刃物・道具の取り扱い、点検の実施

実習や専門的な体験活動の２０％増加
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１学年

基本的生活習慣の確立

各クラスにおける無遅刻無欠席日数合計２０日以上

実績集計遅刻２０回未満の生徒８０％以上

進級率９５％以上

主体的な学校活動への参加

部活動加入率５０％以上

生徒向けアンケート（学年独自）生徒一人１資格検定の受験５０％以上

行事参加率９０％以上

事務室

質の高い行政サービスの提
供と効率的業務の遂行を図
る。

爽やかで明るく丁寧なサービスの提供（接遇）満足度９０％

抽出アンケート事務室業務の効率的な遂行のため時間外勤務の１０％削減

外部から気持ちのよい応対を行うため3コール以内受電率９０％

学校経営に資する予算の執
行を行う。

教育活動状況を的確に把握し、最適な執行し満足率９０％

抽出アンケート要望に応えることができる事務室を目指すため満足率９０％

本校の教育方針にあった財産や物品の管理率９５％

３学年

「誰一人取り残さない」
進路希望実現

生徒の授業への積極的参加率８０％

生徒向けアンケート（学年独自）生徒の学校行事への積極的参加率９０％

修学支援教員と連携し、支援該当生徒への就労移行支援実施率１００％

安心して学校に通える環境づ
くり

生徒の挨拶励行により、良好な人間関係構築実感率９０％

生徒向けアンケート（学年独自）生徒の言葉遣いの健全化により、学級内の心理的安全性の向上実感率９０％

学校生活アンケート等で不安を抱える生徒との面談実施率１００％

２学年

基本的生活習慣の確立

各クラスにおける無遅刻無欠席日数合計１０日以上
実績集計
学校生活アンケート

遅刻２０回未満の生徒８０％以上

貴重品等、所有物の管理徹底により、紛失物０

主体的な学校活動への参加

延べ資格取得数５０資格以上
実績集計

生徒リーダー1０名の育成

生徒主体の集会・活動の実施１０回以上
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